
 

 
 

     

明けましておめでとうございます 

 本年もよろしくお願い致します  
１７日間の冬休みが終わり、いよいよ３学期が始まりました。今年は元日から大きな自然災害や事故が相

次いで起こり、被災地では寒い中、不自由な生活が続いていることに胸が痛みます。２学年では大きなけが

や病気もなく、元気に登校してきた皆さんの顔を見ることができてとても嬉しく思います。今年は甲辰（き

のえたつ）です。 陰陽五行説によると「甲」は草木の成長を表す意味があり、植物が成長するようにどん

どん勢いを増して増えていくという意味があるそうです。 2024 年辰年に最高学年になる皆さんにとって、

今年は、昨年まで努力してきたことが実を結んで成就する年になることを願っています。そのためにも、２

年生の総まとめと３年生になる準備期間となる３学期を大切に過ごしてほしいと思います。 

 

３学期の決意！ 

 

☆各クラスの目標☆ 

２学期末に学年集会を行い、各学級の生活面や学習面等の評価、反省、３学期の目標を確認しました。今

学期は最高学年として四中を引っ張っていく存在になるための大切な準備期間です。反省を生かし、今後の

更なる成長を期待しています。 

以下は、集会で発表された各学級の目標です。２年生として過ごす残りの期間で最高のクラス・学年を作

り上げましょう。 

１組 

２分前学習などの取り組みに対してメリハリを持って考動し、違うところは指摘し合えるクラスにし

ていきます。 

２組 

２分前着席、ワンデーワンページやマイマスの提出、あいさつなど、毎日やるべきことを委員会の呼び

かけがなくても一人一人が意識してできるようにします。 

３組 

 メリハリをつけた生活をすることを心がけ、相手の気持ちを考えた発言や行動をしていけるように、思

いやりを大切にしながら３学期も頑張ります。 

４組 

 授業中の私語を減らし、２分前着席などが常にできるようメリハリをつけます。また、人のことを思い

やった行動をとります。 

５組 

 ２学期にメリハリと元気１００倍が達成できませんでした。３学期は、メリハリがつけられない人には

周りで声かけをし、元気１００倍に関しては、みんなで意識を高めていきます。 
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６組 

 休み時間と授業のメリハリをつけるために、時間を見て行動し、２分前着席ができるようにしていきま

す。そして、どの先生でも態度を変えずに集中していきます。相手の気持ちを考えた発言を心がけ、居心

地のよいクラスを目指して生活していきます。 

 

☆始業式～学年代表の言葉～☆ 

 1月９日(火)の始業式では、２学年代表が登壇し、全校生徒の前で 3学期の決意を発表しました。その言

葉を紹介します。 

 

１月の予定 

 

１８日  千教研（給食なし） 

２０日  新入生保護者説明会 

２２日  振替休日 

２６日  市内新人駅伝大会 

２学期には、「団結力が高まった」や「進路について学ぶことができた」という良かった点があった半面、「メリハ

リがついていない人がいた」そして」「人をいじるような発言をしている人が多かった」などの反省点もありました。

メリハリについては、テスト前は意識して生活している人が多かったのですが、テストが終わると、意識して生活する

人が減ってしまいました。このように目標や型がないとだらけてしまうので、２学年の最後が良い形で終われるよう

に委員会を中心に改善できるよう話し合っていきます。人をいじるような発言についても、今まで培ってきた団結力

と、人を思いやる気持ちで、友達の気持ちを考えた発言ができるよう、学年全員を巻き込んでこの課題について考

えていきたいです。 

さらに、この学期は、３年生になるにふさわしい人になるための準備期間にもしたいと思っています。そのために、

まずは修学旅行に向けて２分前着席や移動時の無言、そして、授業を受けるときの態度など、やるときはやる、休み

時間の休んだり楽しんだりするときはしっかりリフレッシュするということを大切にします。このようにして、先ほどの

「メリハリ」について基本的なことを振り返り、見直し、改善していきたいと考えています。 

また、人のことを思いやる気持ちを持って生活し、目標でもあった“考える”に“動く”で「考動」ができるような学

年になることで、３年生になった時、この学年全員の思いと学びがある、この学年らしい特別な修学旅行を実現さ

せることができると思います。 

  そして、３年生になるといよいよ進路のことについて本格的に考えなければいけません。１年生で行ったディズニ

ーランドでのキャリア学習や１１月におこなった高校説明会、そして修学旅行先の USJのキャストの方や、学校の

先生など、様々な人がどういう思いで普段働いているのかを考えてみることもよいかもしれません。どんな大人にな

っていたいのかを少しでも考え始め、学年みんなで一丸となってそれぞれの夢に向かって頑張っていきましょう。  

  課題は多く、大変になってくると思いますが、これらのことを意識しながら日々成長して、最高の学年をさらに良

いものへとしていきましょう。 


